
Title シャルル・ペギーによるジャンヌ・ダルクの<<内なる生>>
Sub Title "La vie intérieure" de Jeanne d'Arc selon Charles Péguy
Author 西部, 由里子(Nishibe, Yuriko)

Publisher 慶應義塾大学藝文学会
Publication year 1995

Jtitle 藝文研究 (The geibun-kenkyu : journal of arts and letters). Vol.68, (1995. 5) ,p.184(43)- 203(24) 
JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00072643-00680001-

0203

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


シャルル・ペギーによるジャンヌ・ダル
クのく内なる生〉

西部由里子

序

シャルル・ペギー（1873-1914）とジャンヌ・ダルク (1412-1431）の名

は極めて密接な結ぴつきを持っている。実在の人物として歴史的枠組みを

持ちつつも，様々な陣営から自由解釈を施きれてきたジャンヌ・ダルクを

作品化する試みは，ペギーが生涯一貫して取り組んだ課題の一つであった

と言えよう。その生涯に「カトリック信者，異端者，自由思想家，あるい

は国家社会主義の先駆者」（1）といった，一見相矛盾する多義性が与えられ

がちなペギーだけに，一貫性という言葉は重みを帯びるだろう。

〈ジャンヌ構想〉は1893年，友人アンリ・ロワに恐らく初めて打ち明け

られる問。そしてペギーは作品化に先立つ歴史研究を開始し，処女作とな

る戯曲『ジャンヌ・ダルク』（1897）では「ドンレミにて」「戦闘」「ルー

アン」の三部構成でジャンヌの生涯がかなり級密な歴史知識の裏付けをも

って描かれる。しかし友人のカミーユ・ビドーやレオン・デゼール宛の書

簡にもある通り（3），本作品執筆当時から彼の主眼は歴史を動かした人物と

してのジャンヌではなく，むしろジャンヌという一個人の〈内なる生〉

(la vie interieure）の追求にあった。『ジャンヌ・夕、ルク』発表後の十余

年間，ペギーはジャンヌに関して沈黙を守っていたが， 1908年，青年期か

ら遠ざかっていたカトリック信仰の回復を親友ロットに告白する（4）。そし

て『ジャンヌ・夕、ルクの愛徳の神秘劇j (1910），『第二徳の神秘劇の大門』

(1911），『聖なる嬰児たちの神秘劇』（1912），『聖ジュヌヴィエーヴとジャ

ンヌ・夕、ルクのタピスリー』（1912），『エヴ』（1913）といったジャンヌ・

ダルク作品を矢継ぎ早に執筆，発表するのである。
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これらの作品においてジャンヌは次第に歴史性を失い，視覚的にも作品

の中で希薄な存在となっていくが，本稿ではその消去という作業の過程を

『神秘劇J から『タピスリー』への作品群の流れの中で辿り，ジャンヌの

内なる生の描出との関連を明らかにしていきたい。また，大部分が論争目

的で書かれた散文作品と異なり，これらの韻文作品にはペギー自身の，キ

リスト教への回帰をめぐる〈内なる生〉の反映も見られるが，代弁者とし

て選ばれたジャンヌがペギーの思想において占めている特権的位置につい

ても考察したい。

『ジャンヌ・ダルクの愛徳の神秘劇J 一対話の崩壊一

『愛徳の神秘劇』は『ジャンヌ・夕、ルク』を下敷きに創作されている。

そもそも『ジャンヌ・ダルク』が出版されたとき，各ページには，ペギー

の希望により〈眠想する〉ための空白が設けられていたが，彼自身がそれ

を利用し，もとのテキストから一語の削除も訂正も行わずに，「ドンレミ

にてj の第一部五幕までに移しい台詞を加筆したのである。校正の段階

で，第一部二幕のジャンヌの最後の台詞以降の全ての台詞が，新たに加え

られた分も含めて削除されてしまフが（へそれで、もプレイヤード版の分量

にして『ジャンヌ・夕、ルク』の14ページ分が『愛徳の神秘劇J では160ペ

ージの長さに膨張している。

ここで描かれるのは歴史の檎舞台に登場する前，つまり〈声〉を聞いて

〈ジャンヌ〉の名を受ける前の，ジャネットという羊飼娘である。ペギー

が後に『愛徳の神秘劇J を誹誘されたとき反論として書いた『新しい神学

者，フェルナン・ローデ氏』（1911）の中で，イエスの布教すなわち三年

間の｛vie publique) （公生活）に入る前の30年の｛vie privee) （私生活）

になぞらえたジャンヌの｛vie privee）に焦点を当てることで，彼女の

〈内なる生〉を探究していくのである。登場人物はジャネット，親友のオ

ーヴィエット，修道女ジェルヴェーズの三人に絞られるが，オーヴィエッ

トとジェルヴェーズは一度も顔を合わせないので作品は独自と一対ーの対

話のみで成り立ち，戯曲の体裁をとっているものの，幕や場といった設定
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もない。

百年戦争下，イギリス兵に荒らされたドンレミで，主の祈りを唱えるこ

とから始まるジャネットの冒頭の長い独自は『愛徳の神秘劇』執筆の際に

加筆きれた部分であるが，そこでは地上における悪の君臨そのものを憂う

る気持ちにも増してそれに対する神の沈黙への不満が吐露きれている。ペ

ギーが好んで、用いた言葉で言えば，彼女は｛eternel) （永遠的）な存在で

ある神の側からの目に見える，｛temporel) （現世的）な働きかけを求め

て祈り続けているのである。「成功する一人の聖女を私たちに送ってくだ

さい。」（6）と訴えるジャネットの台詞は後に受ける召命を暗示している。

それに対し，オーヴィエットは祈りと労働という義務を果たしたあとは

全てを神に任せる， といっ平凡で、素朴な少女であり，健全な教区民の象徴

として登場する。大幅な台詞の加筆によって『ジャンヌ・夕、ルクJ におけ

る｛confidente）的役割から脱却し，雄弁になっていくが，｛eternel) な

事柄について深〈考えようとしないため，ジャネットとの対話の崩壊が見

られる。例えば道に立っている十字架 (les croix）の話をするオーヴイエ

ットに，ジャネットは「一本の十字架（une croix）がある日役に立ちま

した。木で出来た本当の十字架が，ある山の上で，一度役に立ちまし

た。」（7）と返答する。オーヴィエットの｛temporel) な話からジャネット

はイエスの礁刑という｛eternel) な事象を思い浮かべるため対話が成立

しなくなる。ジャネットの孤立はオーヴィエットが指摘するように，人々

が知識として「知っている」ことの本質を直観的に「見ている」ことに拠

るのである。

二人の会話が一致しないままオーヴィエットが去るとジャネットはイエ

スの時代に思いを馳せる。そしてイエスが生まれ育ったベツレへムやナザ

レを特別な恵みを受けた〈まち〉として讃え，イエスと共に生き，「人間

としてのイエスの体をその人間性の中で見，それに触れたJ (8）人々を羨望

し，あくまで神に｛temporel) な現存を要求するのである。

そこへジェルヴェーズが「彼はそこにいらっしゃいます」仰と二重唱

のように言葉を重ねて登場する。世の中の罪を購うために十字架に架けら
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れた〈イエスにならって〉世の中の魂を救うために現世を捨てて祈りの生

活に入った修道女ジェルヴ、ェーズはいわば｛eternel) な世界に生きてい

る。｛eternel) なものが｛temporel) な形で現れることを虚しく願ってい

るジャネットの傍らで，｛eternel) なものをそのまま受け入れる心の素地

ができているジェルヴェーズは，イエスが遍在することをまるで目に見え

ることであるかのよフにジャネットに説くのである。しかしジャネットは

それに納得するどころか，聞いてもいないような反抗的態度を取る。ここ

でも二人の対話は掛け合いにならず，溝を埋めようとする試みもないまま

崩壊していくのである。最終部の｛recit de la passion）と呼ばれるジェ

ルヴェーズによるイエスの受難の回想（これは第五校か六校のときにペギ

ーが突然閃きを感じて挿入し，全体のおよそ三分のーを占める長い独自で

ある）の後も，ジャネットは反抗し続ける。ペトロを引き合いに出して，

自分がその時代に生きていたら決してイエスを裏切ることはなかっただろ

うと｛temporel) な存在としてのイエスを求めて止まない。対話は結局

平行線のままでいささか不意に打ち切られ，ジャネットの嘆きには解決の

糸口すら与えられない。

『愛徳の神秘劇』においては，ジャネットとオーヴイエット，そしてジ

ャネットとジェルヴェーズが挨拶を交わした直後に，対話が崩壊し始める

といっても過言ではないだろう。対話の多くは事実上，二つの独自が重ね

られる形をとるのである。それを助長しているのは各登場人物による長い

独自で，ここに〈祈り〉が挿入されていることも重要な意味を持つ。冒頭

の主の祈りに始まり，オーヴィエットの公教要理を唱えるかのような台

詞，そしてジェルヴェーズの frecit de la passion）における聖書からの

数々の引用が，各登場人物対神という関係を形成する。そして彼女たちの

言葉は対話相手を越えて神そのものへ祈りとして向けられ，神との対話へ

と向かう。そして同時に，世俗における対話の崩壊が始まるのである。そ

こからジャンヌの世俗性，すなわち彼女に備わっている歴史的要素が一段

と消されることになる。『ジャンヌ・ダルク』は歴史劇という側面もかな

り強く，ジャンヌ・夕、ルクの弾劾及び復権裁判記録(10）からの引用が台詞
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の随所に見受けられたが，『愛徳の神秘劇J ではそれはごく僅かになり，

代わりに聖書（とりわけマタイによる福音書）の言葉が多く引用きれるよ

うになる。先の『ローデ氏』でもペギーは，『愛徳の神秘劇』の原資料と

して，第一に公教要理，第二にミサで唱えられる祈りや典礼，第三に福音

書を挙げたあと，第四に裁判記録，第五に 11世紀から 15世紀にかけてのフ

ランスのキリスト教の歴史的知識を位置づけている(11）。知識によって

〈知る〉のではなく直観的に〈見る〉ジャネットのように，ペギーも歴史

研究によって得た知識を敢えて放棄し，自らの信仰回復の過程で〈見た〉

ジャンヌの〈内なる生〉を書き写したと言えるだろう。ペギーの信仰回復

の公の表明となる『愛徳の神秘劇』におけるジャネット像が，未だ大いに

懐疑的であり一部のカトリック教徒から見れば冒漬的であったとしても，

作品の中で祈りが占める比重の大きさによって，明らかにこれはカトリッ

クへと向かうペギーの一過程を代弁していると思われる。

II 「神秘劇j 三部作一語る神一

『愛徳の神秘劇』に続いて発表きれた『第二徳』と『嬰児たち』は，別

個の作品とはいえーっのつながりを持っている。『愛徳の神秘劇』の終わ

りを受けて『第二徳』では退場したジェルヴRェーズ、が戻ってきて長い独自

を語り，それをずっと黙って聞いていたと思われるジャネットは『嬰児た

ち』てツェルヴェーズに受け答えをする。いわば『神秘劇』三部作を形成

していると考えられるのである。ただ，『第二徳』や『嬰児たち』におけ

るジャネットは終始無言であったり，台詞があっても極めて短いため，こ

こでは彼女の言葉からジャンヌ像を検討するというより，作品から読み取

れる作者の視点の変化から，ジャンヌに託するものの移り変わりを考察し

ていきたい。

『第二徳』は「神は語られる－わたしが最も愛する徳は希望であ

る」仰と，ジェルヴェーズが神の言葉を語るところから始まる。また，

戯曲としては変則的にジェルヴェーズの独自のみで構成きれているので彼

女の名前も冒頭に記きれるだけで，時折｛dit Dieu｝という挿入節によっ
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て，それが神の語った内容であることを読者に思い起こさせる。しかし，

重要なのは〈神が語る〉というその事実で，作品の大部分はジェルヴ、ェー

ズの言葉なのか，神の言葉なのか判然としないほど，〈人間のように語る

神〉が描かれるのである。そのことがまず『愛徳の神秘劇』と『第二徳』

を大きく隔てている。

『愛徳の神秘劇j で描かれたジャネットの祈りに対峠していたのは答え

ぬ神であった。 「せめてあなたのみ国の太陽が昇るのをみることだけでも

できましたら」（13）という祈りも夜明けにたとえられる神の訪れを待って

いる。それが『第二徳』においては主旋律として繰り返される「私は創造

物のうちにこれほど輝いている」という神の言葉によって，冒頭から光が

満ち溢れる。同じ神でありながらその位置づけは全く異なり，媒介者とし

てのジェルヴェーズを通じて，｛eternel} な存在である神自身の

{temporel} な，生の声が聞こえてくるかのような印象を与えることにな

る。

この変化には〈希望〉の発見が大きく寄与している。神を信頼し，未だ

成就していないものを「時間と永遠との未来において」（1

「希望」こそが『愛徳の神秘、劇』のジヤネツト，そしてそれを執筆してい

たペギーに欠けていたものであった。しかも『第二徳』を書き出したころ

のペギーは，実生活においても，『愛徳の神秘劇』がアカデミー・フラン

セーズ文学大賞に落選したり（1911年 6 月），その翌週の Revue hebdoｭ

madaire 誌に『愛徳の神秘劇J 中傷記事が掲載されたり，と希望を持て

るような状態にはいなかった（15）。事実ペギーは当時を振り返って「不足

しがちなのは希望だ。僕は『第二徳』を書きながらそこから抜け出し

た」（16）と述懐している。にもかかわらず，「希望」は神に対する視点の転

換により，突然ペギーに訪れる。すなわち人聞が希望を持ち，自らを神に

委ねることができるのは神自身，人間に依り頼む存在だからである， とい

う論理である。『第二徳』を書きながらペギーが発見した神は『愛徳の神

秘劇J でジャネットが思い描いていたような全知全能の神でも，近寄り難

い神でもなく，偉大ではあるが人間にも近く，いわば人間化された神であ
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る。そしてその神は人間を必要としている存在なのである。

ここで語られる福音書のなかの三つのたとえ話－「迷える羊のたとえ

話」「なくなった金貨のたとえ話」そして「放蕩息子のたとえ話J も神が

罪人である人聞の改心をどれほど心配し，また改心がどれほどの希望を神

に与えるかを示すものなのである。この考え方は『嬰児たち』の中で「人

間に与えられた自由j というテーマのもとに展開される。つまり人聞が神

を必要とするかどっかは人聞の自由であり，神が特別の力を用いて自分の

国に入る人間を選りすぐることはない。神にできるのはただ希望をもって

人聞の自由を見守ることだけである。それ故子どもに頼られることを必要

としている父親と同じよ 7 に，人間が神に頼ることを必要としている神，

という神と人聞の相互依存の関係が生まれる。これも『愛徳の神秘劇』で

は見出きれなかった関係である。

そして神との相互信頼の実践に最も近い存在が，時間によって魂を蝕ま

れていない子どもとされる。『第二徳』では希望は，明日のことは神に任

せ，すやすや眠ることのできる「少女」にたとえられる。これは先のオー

ヴイエットの信仰そのものといえよう。『愛徳の神秘劇j でジャネットと

別れた後作品から姿を消すオーヴィエットは『第二徳』では fone petite 

esperance）と抽象化され，『嬰児たち』では，題名にもなっている通り，

完全に無垢のままイエスの身代わりになって虐殺きれた聖なる嬰児たちの

イメージに重ねられていくのである。

ジャネットは，『第二徳j では一言も発言せず，『嬰児たち』でもジェル

ヴェーズの言うことを繰り返したり，合いの手を打つ程度で自分自身の苦

悩や疑問など主観的な事柄を一切口にしない。反抗から信頼に基づく沈黙

へーここにはペギー自身の内的な変化も投影されているのだろう。そし

て，『愛徳の神秘劇』では対話の形式のもとに平行線上にあった二重の独

自が，『第二徳j r嬰児たち』においてはほぼ完全な独自に帰す。『第二徳』

のジェルヴ、ェーズの独自にジャンヌが介入することはなく，『嬰児たち』

では所々対話があるものの，それは対立または平行するものではなく，ジ

ェルヴェーズの台詞の一部をジャネットが代わりに語っているようなもの
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だからである。このようにして神に向けられた複数の独自が神の声のもと

lこ一つの独自へと統合されたとき，主体としてのジャンヌも次第に消え，

演劇自体の存在理由も薄れていくことになる。

111 『タピスリーJ －固有名の消去一

『神秘劇』のあと『聖ジュヌヴイエーヴとジャンヌ・夕、ルクのタピスリ

ー』（1912）や『エヴj (1913）など一連の『タピスリー』作品が発表きれ

る。アルベール・べyゲンはペギーの作品全体を彼の祈りと捉え，その独特

な形式の原型を連藤 (litanie）に見ている(1九ベガンによれば連稽の二

つの構成要素は「繰り返すことと変化すること」であるが，その特徴はと

りわけ『タピスリー』作品において顕著に現れている。タピスリーに織り

込まれる糸が消えたり浮きでたりするように，同じような語句が並ぶ中で

微妙に単語が入れ替わって祈りが織りなされていく。

『タピスリー』は，ソネあるいは不規則なソネの形式をとっており，ジ

ャンヌは今までのように一人称で台詞をもって語る側から，三人称の語ら

れる対象へと変わる。この移行の過程において，『第二徳』および『嬰児

たちJ でのジャンヌの沈黙ないし主体性に欠けた受け答えに過ぎない短い

台詞が橋渡しになっていることは言うまでもない。また『聖ジュヌヴィエ

ーヴ』においても『エヴ』においてもジャンヌは聖ジュヌヴィエーヴとの

対比によってしか描かれない。ジェルヴェーズによって語られる神の声の

陰にかすみ，既にテクスト上では存在感が希薄になっていたジャンヌは，

もはや相対的にしか語られなくなる。

聖ジュヌヴィエーヴ（422～514）は五世紀にフン族の侵入からルテチア

を守った，パリの守護聖女である。ペギーにとってのこつの拠点であるパ

リとオルレアンを守った彼女たちの内には（etemel} な祈りと（tempo

rel} な戦いが共存している。二人が羊飼女（bergere）と形容されている

ところにも，実際の出自と人々の精神的指導者という二重の意味が見られ

るだろう。ジャンヌよりも十世紀も前にパリを救い，また長寿に恵まれ92

歳まで生きた faieule｝聖ジュヌヴイエーヴと，彼女が待ち望む救国の
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Wlle）ジャンヌ・夕、ルクは時間を超え，ペギーの中で合体する。そして

この二人の系譜は，二人が救った〈フランス〉という大きな枠組の中で成

立するのである。

聖ジュヌヴイエーヴの祝日である 1 月 3 日から九日間唱える祈り（ノヴ

ェナ）の形式をとる本作品の中で，ジャンヌは生誕日の 1 月 6 日，つまり

四日目の祈りから登場する。それはもはや神に疑問を投げかけるジャネッ

トではなく，召命を確信して「鞍にすっくとまたがり」（18＞，「希望」そし

て「愛徳」「信仰」という三つの対神徳を率いて(19）フランスを救うために

立ち上がるジャンヌである。詩節の多くは聖ジュヌヴィエーヴの方に捧げ

られているが，その中にジャンヌの〈内なる生〉（戦の場での聖母マリア

に比される聖性，彼女が剣の代わりにもっていたとい 7 軍旗に描かれたキ

リストから連想きれるルーアンでの受難など）の象徴が断片的に，タピス

リーの模様を織り込む横糸のよフに挿入きれていく。

全編にわたってジャンヌ・ダルク，ジュヌヴイエーヴという呼称は消去

される。題名を見なければ，一見誰のことを指しているのかわからないほ

どである。ジャンヌからジャネットへの移行は既に I 章で見たが，『聖ジ

ュヌヴィエーヴ』では固有名詞としての一切の名前が消きれ，ジャンヌは

Wlle} {beaute} {passag色re} {saintゆなどの普通名調に書き換えられ

ることで抽象化きれていく。呼称、によってジャンヌに与えられていた

〈個〉を剥奪するのである。更に『エヴ』の「聖ジュヌヴィエーヴとジャ

ンヌ・夕、ルクの平行した死j と呼ばれる最終部では天国に召されるジュヌ

ヴFイエーヴ，ジャンヌ・夕、ルクがそれぞれ｛l'une} 0’autre｝という不定

代名詞にまで還元きれる。複数の人物による対話が「祈り」という形の一

つの声に統合されていく過程で，個人の声も消えていく。そして (je｝の

祈りであったものが foous｝の祈りへと変わるのである。

ペギー自身の祈りを考えるならば『聖ジュヌヴィエーヴ』の約半年後に

発表された『ノートル・夕、ムのタピスリー』を検討しなければならない。

ここでは主語は全て foous｝となっており，文脈によってはその

foous｝がドレフュス事件当時の仲間を示していたり，共にシャルトル巡
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礼を企てていたアラン・フルニエを暗示しているところもあるが，

{nous）が誰を指すのか明瞭で、ないところも多い。フランス人の，あるい

はキリスト教の，あるいは人類全体の共同体の中にペギーの個が溶け込

み，聖母マリアに祈りを捧げるのである。

『エヴj の冒頭では「イエスは語る」と記されるが，詩句の中で用いら

れる {nous）がイエスの言葉なのか作者ペギーの言葉なのかは判然とし

ない。語り手であるはずのイエスが三人称であらわされたり，ペギーも自

らの「詩法」ともいえる『ペギーのエヴ』の中で以下のように明言してい

るからである。

「そこでは全てが一人称複数である（．．．） この長い巡礼の中で，作者

は一度も，歴史家として，地上そして天上の地理学者として，訪問者とし

て，視察者として，要するに旅行者として現れることはない。（．．．） そ

れは私たち（nous）であり，私たちのうちの一人であり，私たちの中に

あり，私たちのように小さく，私たちのように平凡で、，私たちのように罪

人として危険にさらされ，私たちのように貧しく，体が不自由で，フラン

ス人で，小さな主君である。」（20)

つまり，この {nous）は内部に作者と「人間のなかにいるイエス，人

聞のようなイエス，そして人間の声によって神である自分について話すこ

とのできるイエス」（21）もが入り込んだ共同体であると言えよう。神に言

葉を語らせることによって神を「人間化」し，さらに自らの共同体の中に

神をも包含してしまフというのは，一面ではペギーの信仰の楽観性をあら

わしているのかもしれない。しかし，信仰を回復したものの，地上の共同

体としての〈教会〉を容認できないがために， 日曜ごとのミサでの聖体持

領や子どもたちの受洗などの秘蹟を何一つ実践することができなかったペ

ギーが自らを埋没させることのできる共同体を発見したのである。またこ

の共同体には「フランス人の」という形容がついているが，これを短絡的

にペギーの国家主義に結びつけるのは危険で、あろう。確かに『タピスリ
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-j 以降，作品中の「フランス」色は濃くなっていくが，ペギーにとって

のフランスとは国境によって個を確立するよ 7 な性質のものではなしそ

こに根付いたキリスト教文化の浸透によって識別きれる，非時間的・非空

間的枠組みであったのではないだろうか。

ジャンヌを時空の束縛から解放し，その死における〈受難〉という一点

にのみ焦点をあて，極度に抽象化きれたジャンヌの死を描くことで彼女を

その枠組みの中に埋没させた『エヴ』は『ジャンヌ・夕、ルク作品群』の円

環を閉じるに相応しい作品と言えるだろう。

IV 諸聖人とジャンヌ・ダルクの重層的構造

ペギーが発見した共同体は，キリスト教で言うところの「諸聖人の通

功j にあたるものである。「イエス・キリストを頂点にして地上の教会の

信者と天国の聖人と煉獄の霊魂」が為す共同体は，ペギーの信仰の大きな

拠り所であった。神そのものよりも仲介となるマリアや諸聖人に祈りを託

すという当時の民衆的な信仰はペギーの中にも強くあったと言えよう。そ

こで『愛徳の神秘劇』以降の作品を今一度振り返り，そこに描きだされた

様々な〈聖性〉とジャンヌとの関わりについて考察していきたい。

『愛徳の神秘劇』と相前後して執筆きれていた『歴史と肉なる魂との対

話』でペギーは「ルーアンのジャンヌ・夕、ルクとオリーブ山のイエ

ス」聞が共に人間としての肉体を持って苦痛を感じたことについて思索

しているが，それは『愛徳の神秘劇』の｛recit de la passion）に，より

具体的に描かれる。イエスについて考えるとき，ペギーの神学の基盤にあ

る受肉｛incarnation）の思想、を確認しておかなければならない。ペギー

によれば，キリスト教の神秘は｛eternel) な存在である神が時間の中に

入り込み，｛temporel) で｛charnel) な（肉体を持つ）人間として誕生

した，という {Incarnation）の事実に帰する。ただ一度しか行われなか

った，この｛Incarnation）は現世的でありながら永遠で、ある｛temporel

lement eternel) ことを可能にした。ベトレへムの馬小屋と現代の教会を

結ぶある〈連続性〉が形成きれたのである。そしてその環の中にジャンヌ

(34) 一 193-



も組み込まれる。 (recit de la passion｝において語られる「イエスの私生

活，公生活」「良き大工としてのイエス」「政府と人民の敵対者であったイ

エス」はそれぞれ，聞き手である「ジャンヌの私生活，公生活」「良き羊

飼娘としてのジャンヌ」「教会と人民の敵対者であったジャンヌ」を暗示

している。ジャンヌについて一言も語られない｛recit de la passion｝は

逆にジャンヌの受難について最も多くを語ることになるのである。

しかしここで並べられているのはイエスとジャンヌだけではない。途中

からマリアも重要な意味を持って登場する。イエスの受難にジャンヌの最

期を重ねることが読者の想像力に託されているのに対して，マリアは

{recit de la passion｝の中で視覚的にもイエスと平行に置かれ，〈共に受

難を受ける〉人物となっている。

「彼女の（泣いた）目はひりひりして焼けるようでした

そして彼はその間十字架上で五つの傷に焼かれるようでした

そして彼は熱にうなされていました

そして彼女も熱につなされていました

こうして彼女は彼の受難に結びつけられていました」側

ここで描かれるのは人間として息子の苦難を嘆く母である。目を泣きはら

し，乞食のような姿でカルワリオを登るマリアは，〈聖母マリア〉のイメ

ージとは程遠い，無力な母親となっていたが，この苦しみによって彼女は

イエスの現世的な痛みをわが身のことのように感じるのである。両親を戦

争で失い空腹を訴えるこ人の少年と話すと，空腹で苦しんでいる人すべて

に思いを馳せて不幸になるジャンヌはマリアとの共通点を持つ。このよう

にしてジャンヌとイエス，マリアとイエス，ジャンヌとマリアがそれぞれ

重ね合われる。既に『愛徳の神秘劇』において様々な聖性がジャンヌに結

び付けられ，あるときは表に出て，あるときは暗示きれながら語られるの

である。

『愛徳の神秘劇』以降，ますます存在感を増していくマリアはペギーの
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中で特別な位置を占めていく。もちろん19世紀から20世紀にかけてのフラ

ンスでは，ルルドやパリのパック街などにおける度重なる〈聖母出現〉に

よりマリア崇持熱が高揚しており（制，神の仲介者としてのマリアの存在

が，例えばレオン・ブロワのように多くの作家たちの改宗のきっかけとな

った，という時代的背景もある。しかし，ペギーにおいてはマリアは，何

よりもまず先の（incarnation）の考え方と結び、つくものであった。

『第二徳』で「無限に地上的であるから無限に天上的で，無限に現世的

であるから無限に永遠的で，無限に私たちの内に存在するから無限に私た

ちの上にいる」聞と植われ二律背反を超越するマリアは，ペギーの内で

は，清純で、あるものの肉体を持たない天使よりも優位にたつ。更に同じ

( incarnation）の具現者でありながら，聖霊が下り肉体に宿ったイエスよ

りも，人間という地上的存在から神的存在にまで高められたマリアの方に

より多くの共感が注がれる。

そして「マリアほどの大きな恩寵を受けた子ども」が「希望」のテーマ

のもとにマリアに重ねられ，「創造主の手を離れたばかりなので最も神に

近いj 側純粋無垢な子どもたちの讃歌『嬰児たち』が始まる。子どもの

(innocence）に大人の (experience）を対峠し，進歩主義思想に支えら

れた常識を「全てを知っているのは子どもで，学ばなければならないのは

大人のほうだ」（27）と覆していく。（experience）に侵きれていない子ども

たちの中でも題名にもある聖なる嬰児たちがとりわけ讃えられる。それは

彼らがほとんど（experience）を知らずに生を全うするために神に選ばれ

た存在であるのみならず，彼らがイエスと同時代に生まれ，イエスの代わ

りに虐殺されたからである。イエスとの「共生J ( co-naissance<25＞）とい

う特権を受けた聖なる嬰児たちは，こうしてイエスの受難に重ねられるの

である。そこにはジャンヌもまた連なっている。ルーアンの裁判記録を読

み返せば，それがジャンヌの（innocence）と審問官の（experience）と

の戦いであったことがわかるし，ジャンヌ自身神から選ばれて，イエスと

の「共生j を享受したからである。 (recit de la passion）のときと同じよ

うに，ジェルヴェーズが語る聖なる嬰児たちの話を無言で聞くジャネット
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は，再び彼らと受難を共にするのである。

ところで， 『嬰児たちJ にみられるような幼年期への郷愁と愛着が絶対

的なものならば，それは生の否定にもなりかねない。しかしペギーにとっ

て彼らの特別な聖性はまさにその唯一性，誰にも真似できないところにあ

り，ジャンヌといえども嬰児たちに完全に重なるわけではない。 19歳で殉

教したとはいえ，彼女は時聞の中で， 17年の「私生活j と 2 年 4 カ月の

「公生活」を生きた人物だからである。そこで（charnel) な存在として長

い時間の中にありながらも子どものように生き，純粋きを守り得た聖ジュ

ヌヴィエーヴが『聖ジュヌヴィエーヴ』以降の作品で，文字通りジャンヌ

と平行して描かれる。

聖ジュヌヴイエーヴは，修道院にこもって俗世を離れることもなく，ジ

ャンヌと同じように，「戦争指揮官」として自らの時代に関わりつつ， 92

年間という長い時間の作用を受けた。 (experience）を生み出すものとし

てペギーが恐れ嫌悪していたこの時間の浸食をも乗り越えて保ちつづけた

純粋さにおいて，彼女はマリアとも並べられていくのである。

最後の作品『エヴ』ではマリア－聖ジュヌヴィエーヴージャンヌ・夕、ル

クの系譜にエヴ、が付け加えられる。マリアは作品中遍在するため，ほとん

ど名指きれないが，彼女の聖’性の二つの側面が暗示される。すなわち神の

母としての〈母性〉は人類の母エヴに重ねられ，無原罪の〈処女性〉は聖

ジュヌヴィエーヴとジャンヌに重ねられるのである。

もとよりエヴとマリアは深い関係を持っている。人類の母になるという

恩寵を受けながらも罪を犯したために楽園から追放され，呪われたエヴの

その罪を購うために，神に選ばれたのがマリアなのである。この二人の母

親を通じて長大な人類史が語られる。そしてその最後で聖ジュヌヴィエー

ヴとジャンヌは（charnel) な世界から（eternel) な世界に移行するため

「厳かな死」を迎えるのである。片や人々に温かく見守られて亡くなり，

片や異端の汚名を着せられ人々の憎悪の中で処刑きれるという大きな違い

はあっても共通しているのは彼女たちが守り抜いた純粋きであり，それが

彼女たちをマリアに結び付けるのである。
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このようにジャンヌ・夕、ルク作品にはペギーのマリア信仰が強くあらわ

れている。｛temporel) と｛eternel) の，｛charnel）と｛spirituel) の最

も完全な形の融合を彼女の内に見いだしたからである。しかし自らの祈り

を託す相手としてイエスよりもマリアに親近感を感じていたように，ペギ

ーは自らの代弁者としてマリアの代償となる，より地上的な存在を捜し求

めていた。それが聖なる嬰児たちであり，聖ジュヌヴイエーヴであり，ジ

ャンヌであったのだ。

ではこの中でジャンヌに最も多くが託きれているのは何故だろうか。そ

れはペギーにとって，ジャンヌが示していた絶妙な位置によるところが大

きいように思われる。

第一はジャンヌの年齢の暖昧きである。彼女には聖なる嬰児たちゃ聖ジ

ュヌヴィエーヴに見られる人生の長きについての極端きがなく，彼らの中

間的存在である。与えられた仕事を遂行した直後の殉教が｛temporel)

と｛eternel) の交叉点に彼女を置くのではないだろうか。また『エヴl

の最終詩節（却）で聖ジュヌヴィエーヴに｛eternel)，ジャンヌに｛char

nel) の形容詞が付けられるのは，ペギーのジャンヌへの秘かな思慕をあ

らわしているように思われる。二人とも｛eternel) と｛charnel) を併せ

持つにもかかわらず，故意にジャンヌを｛charnel) と呼ぶペギーは，地

上に根付き，自らも手が届きそうな位置に，ジャンヌを置きたかったので

はないだろうか。

第二は当時の歴史的背景を含めたジャンヌの立場である。 『エヴ』が書

かれた1914年のフランスでは， 1909年にローマ・カトリック教会によって

ジャンヌが福者に列せられたことを契機に，ジャンヌ列聖に向けての機運

が高まっていた。賛否両論含めて列聖運動が非常に盛り上がりをみせてい

た時期である。カトリック教会にとってはジャンヌを聖人として教会の組

織の中に組み込めるかどフかの重要な瀬戸際であり，自由思想家たちは，

ジャンヌが〈教会の人間〉に固定きれてしまう前に，自分たちの陣営に引

き込もうと必死で、あった。つまりジャンヌの個が未だ流動的で‘あった時代

なのである。ペギーがどの程度列聖運動を意識していたかは定かではない
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が，少なくとも詩作品のなかでは，ごく稀にジャンヌに｛sainte）という

形容を与えるものの，｛sainte Jeanne d’Arc）とは決して呼ばず，聖ジュ

ヌヴィエーヴと並べて書くときにもジャンヌには｛sainte）がつかない。

ここでも世俗の人々と天国の聖人たちの中間に位置していたジャンヌの唆

昧きがペギーの心を惹きつけたのではないだろうか。彼女は最もマリアに

近いと同時に，最も人間にも近い両義的な存在だったのである。

このように，ジャンヌが作品の中で表面的に消されていく過程で，その

〈内なる生〉だけが遊離して聖人たちの様々な聖性と重ね合わされ，その

連鎖が描かれる。姿を消したジャンヌの背後にマリアの存在が色濃くなっ

てくるが，そのマリアも作品のなかでは決して目立たず，むしろ意図的に

消された形で登場してくる。 {elle) {l'une) {I’autre）のような代名詞に

より不特定な人物とされた女性たちを通して，最終的に時空を超えた聖性

の描写が試みられたといえよフ。ペギーは現世における対話の崩壊から神

へと祈りの言葉を向け，神との対話を通じて，神をも含む共同体を見出

し，その過程を，今まで検討してきたジャンヌ・ダルク作品群の中で書き

あらわしてきた。そして遂にペギーは諸聖人の通功という，永遠性におい

てしか〈見る〉ことのできない共同体を視覚化するに至ったと言えるので

はないだろうか。

結び

数限りないジャンヌ・夕、ルク作品におけるペギーの特異性は，他の多く

の作家が歴史上のジャンヌ像に様々な思想を付加して〈各々のジャンヌ

像〉を創作したのとは異なり， I 章から IV章で考えてきたように，そこか

ら様々な要素を削除して本質だけを残したところにみることができるだろ

フ。

『エヴ』執筆中に自らの作品を夕、ンテの『神曲J に比べながら，「夕、ン

テは発明する，僕は発見する」 (II invente, moi, je decouvre) ＜制と語った

ペギーは，ジャンヌを「発明」したのではなく「発見j した。史料に束縛

きれていたジャンヌを，想像力に頼ることなく，彼女の内なる声に耳を傾
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けながら解き放ち，自由に飛朔させたのである。その結果，一般に知られ

る，フランスにとっての救国の聖女であるジャンヌ・ダルク像は姿を消し

た。しかし，その消失が逆説的にジャンヌの〈内なる生〉を，歴史性以上

に強く地上に根付いた現存とともに浮かび上がらせる作用を及ぼしたので

ある。マリアを始め様々な聖性と重ね合わされるジャンヌの〈内なる生〉

は，それゆえ｛temporel} で｛charnel} であった。ここから作品中にフ

ィクションの要素が非常に少ないことも説明できるだろう。例えばポー

ル・クローデルがマリア信仰のあらわれの一環として，『マリアへのお告

げj の中でヴィオレッタといっ登場人物を創造したようにはペギーの思考

は広がらないのである。

また，ペギーによるジャンヌ・夕、ルクのとらえ方には，科学的方法とし

ての歴史学に対する警告も読み取れるだろう。揺るぎない情報として与え

られる歴史的知識が，一人の生身の人聞の生を理解するにあたっては，ど

れほど外面的なものにすぎないかということが，歴史を剥奪され無名にな

ったジャンヌから透けて見えてくる。

このようにジャンヌ・ダルク像の消失をめぐって考察してきた問題は，

散文作品を含めペギーの思想全体における〈削除と消失〉においても捉え

なおきなければならないものであろう。とりわけ遺作となった『デカルト

氏とデカルト哲学に関する覚書補遺』は注目に値する。その中で，「自ら

が喜ぴとともに埋没できるのはキリスト教的としか定義きれない無名の集

団つまり〈無名性） (anonymat）そのものである」（31）とペギーが語ると

き，この〈無名性〉という言葉にペギーの思想の本質を読み取ることがで

きるのではないだろうか。

(40) 

［註］

ペギーの作品からの引用は Oeuvres ρoetiques comρlet，白， Gallimard, Bibｭ

lioth色ques de la Pleiade, 1975 (0. P. C. と略す）及び Oeuvres comρletes en 

ρrose III, Gallimard, Bibliotheques de la Pleiade, 1992 (0. C. P. III と略す）

に拠る。

本文中で取り上げられる作品名のなかで， fジャンヌ・ダルクの愛徳の神秘



劇』には『愛徳の神秘劇J，『第二徳の神秘劇の大門j には『第二徳J，『聖な

る嬰児たちの神秘劇j には『嬰児たちj，『聖ジュヌヴィエーヴとジャンヌ・

ダルクのタピスリー』には f聖ジュヌヴイエーヴj，『新しい神学者，フェル

ナン・ローデ氏』には『ローデ氏』の略号が用いられている。

なお，ペギーの作品の拙訳については，岳野慶作他訳『シャルル・ペギー

著作集 1 ～ 5 』（中央出版社）を参照させていただいた。
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